













Tlの振 舞いは, ′r lT=co∩st. 1ikeであ る. この振 舞 いか らZn近
倭 で は, Cu (2)サ イ トの反 強 磁性 相 関 はか な り弱 め られ てい る こ とが わ か
った. また, ZLlか ら最 も遠 いCut2)サ イ トの ⊥/T Iば, '1g直下 で は YB
C07とほほ 同様 の 温度 変化 を示す が, 低温 では Y良C 0 7に比 べ緩 や か に減 少
す る. C軸 に垂 直 方 向 の ナ イ トシフ ト (K⊥ ) に, Y aCO7で は存在 しな い ス
ピン帯磁準 によ る残 留 シフ トが 存 在す る. '1gの 大 き な 減 少 とTl及 びナ イ トシフ
トの 結果 を説明 す るため に は, 強 い打 破項 が 存 在 しギ ヤ ツ7が ぼや け てい る と
考 えね ばな らな い.
B aサ イ ト- の S rイこ純 物 産 鋲 によ る 7'iの 変 化 は, 5Oo/.直 換 して もわ ず か
4K と非常 に少 な い. この ときCu (2) サ イ トの 1/'111は'Jf直上 か ら 150
Kに わ た り押 え られ, そ の 温度 域 で′llt･'1■=c o LIS t. likeであ る. Y
BC07にお け る 5. 5での 磁 場 甲 での 1/Tlは, これ と同様 の温度 変化 を示
す. この こ とは, Srに よ るCuOL'面間 - の効 巣 と C 軸 方 向に磁場 をか け る効
弟 が 同様の もの であ る こ と を示 唆 してい る. また, CuU=1歯間 へ の効 果 が Tcに
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均 質 赤 褐 色透 明 な結 晶が最 大
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なか った｡ さ らに内 因性椅 子 欠
め に､ 不 定比 試料
論的組 成 か ら成 長
電気的 性 質 2







減 少､ 即 ち熱 ク
タ-準位 か ら熱









‥? ? ? ? ?? ? ?





は電 子 で あ る



































































































赤 井 光 治
Pr金属やその合金では､Prの f電子準位が結晶場により分裂 し､一重項基底状態
が実現 している｡ このような系では､ S-f交換相互作用による f電子準位の励起を
伴った伝導電子の非弾性散乱が生 じる｡ このため､伝導電子の有効質量が増大する｡
この増大効果は結晶場準位を反映 しているため､大 きな磁場依存性を持つ ことが知 ら
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